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応神天皇壱千七百年式年祭
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遷宮で結ぶ人の輪心の輪

第六十二回神宮式年遷宮
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御
即
位
二
十
年
を
言
祝
ぐ
感
動
余
韻

　

昨
年
は
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年

奉
祝
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
平
成
２
年
の
11
月
12
日
「
即
位
礼

正
殿
の
儀
」
に
於
い
て
御
即
位
を
内
外
に
宣
明
さ
れ
て
か
ら
、

丁
度
20
年
に
当
た
る
こ
の
日
、
当
宮
に
お
き
ま
し
て
も
、

午
前
10
時
よ
り
「
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
奉
祝
奉
告
祭
」
を

責
任
役
員
・
総
代
・
婦
人
会
役
員
の
皆
様
の
参
列
の
も
と

慎
ん
で
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
、直
会
に
先
立
ち
「
聖
寿
の
万
歳
」
が

声
高
ら
か
に
三
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
皇
居
前
広
場
に
於
い
て
国
民
の
祭
典
が
６
万
人

も
の
人
々
が
参
集
し
て
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。
第
一
部
の

「
奉
祝
ま
つ
り
」
で
は
、
音
楽
隊
や
青
森
の
ね
ぶ
た
を
始
め

全
国
の
郷
土
芸
能
、
都
内
各
社
の
御
神
輿
な
ど
が
繰
り
出
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
。
小
生
も
第
二
部
「
祝
賀
式
典
」
に
招
か
れ
、

奉
祝
ま
つ
り
を
見
乍
ら
式
典
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

前
日
の
雨
も
止
み
、
や
や
冷
え
込
む
な
か
で
の
開
催
と
な
り
、

総
理
大
臣
を
始
め
各
界
代
表
多
数
の
人
々
が
参
列
し
、
各
界
の

代
表
か
ら
の
祝
辞
や
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
奉
祝
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

や
が
て
提
灯
に
火
が
灯
さ
れ
、
暗
闇
に
浮
か
び
あ
が
る
幾
万

も
の
灯
火
や
日
の
丸
の
小
旗
が
打
ち
振
ら
れ
る
な
か
を
、

両
陛
下
に
は
凡
そ
30
分
間
に
亘
り
二
重
橋
に
出
御
に
な
り
、

提
灯
を
お
振
り
に
な
っ
て
お
祝
い
を
す
る
国
民
に
お
応
え
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
お
こ
と
ば
の
最
後
に
「
皆
さ
ん

に
は
寒
く
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

で
し
た
。ど
う
も

あ
り
が
と
う
。」

と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

将
に
国
民
と

共
に
お
在
り
に

な
る
お
姿
。皇
室

伝
統
の
愛
民
の

大
御
心
と
両

陛
下
を
お
慕
い

す
る
私
共
国
民

の
敬
愛
の
心
が
一
つ
と
な
り
、
君
民
一
体
の
姿
を

拝
し
、
伝
統
あ
る
皇
室
を
頂
く
日
本
国
の
誇
り

高
き
国
柄
に
生
ま
れ
て
来
た
幸
せ
と
有
り
難
さ
を

一
入
実
感
さ
せ
て
頂
き
、只
々
感
激
の
ひ
と
と
き

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

何
回
も
何
回
も
「
聖
寿
万
歳
」
が
繰
り
返
さ
れ
、

奉
祝
の
熱
気
は
興
奮
と
感
動
の
坩る

つ
ぼ堝
と
化
し
て

お
り
ま
し
た
。
ふ
と
空
を
仰
ぎ
見
ま
す
と
重
い
雲

が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
中
を
、皇
居
上
空
の
み
が
楕
円
形
に

ぽ
っ
か
り
と
青
空
と
な
っ
て
明
る
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

こ
れ
ぞ
神
人
感
応
の
姿
か
と
、
目
の
当
た
り
の
光
景
に

更
に
感
動
さ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
余
韻
が
覚
め
や
ら
ぬ
内
に
、新
年
が
明
け
て
参
り

ま
し
た
。
お
陰
様
で
昨
年
も
年
中
の
諸
祭
儀
を
始
め
、

諸
行
事
が
順
調
に
進
展
致
し
ま
し
た
こ
と
は
、
ご
神
慮
は

も
と
よ
り
の
こ
と
、
ご
敬
神
篤
き
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
の

ご
理
解
あ
る
ご
協
力
に
依
る
事
と
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
10
年
前
の
天
皇
陛
下
御
即
位
十
年
を
寿
ぎ

始
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
平
安
の
宮
中
行
事
「
乞き

っ
こ
う
で
ん

巧
奠
」

「
菊き

く
の
き
せ
わ
た

被
綿
」
の
再
現
や
裏
千
家
献
茶
式
な
ど
継
続
さ
せ
て
頂
き
、

昨
年
は
御
即
位
二
十
年
を
奉
祝
し
て
よ
り
充
実
し
た
行
事
に

進
化
さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

又
、春
秋
の
大
祭
も
御
即
位
二
十
年
を
奉
祝
し
て
斎
行

さ
せ
て
頂
き
、
更
に
記
念
事
業
と
し
て
念
願
の
清
涼
殿

２
階
全
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
無
事
竣
功
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
事
も
有
り
難
く
存
じ
お
り
ま
す
。

　

尚
、
幼
稚
園
は
今
年
創
立
60
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、

昨
年
の
秋
に
第
60
回
運
動
会
と
暮
れ
に
60
周
年
を
祝
う

園
遊
会
（
父
母
の
会
主
催
の
お
楽
し
み
会
に
併
せ
、
記
念

植
樹
や
バ
ル
ー
ン
上
げ
等
）
を
親
子
で
楽
し
み
お
祝
い
致
し

ま
し
た
。
記
念
式
典
は
本
年
６
月
12
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
厳
し
い
経
済
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
60
周
年
記
念

事
業
に
対
す
る
ご
協
賛
を
お
願
い
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
理
解
あ
る
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

応
神
天
皇
壱
千
七
百
年
式
年
祭
の
年
の
は
じ
め
に

　

さ
て
本
年
は
ご
祭
神
の
応
神
天
皇
様
が
ご
崩
御
さ
れ
て
よ
り

壱
千
七
百
年
の
式
年
祭
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

宮
内
庁
で
は
４
月
１
日
に
応
神
天
皇
陵
に
於
い
て
壱
千
七
百

年
式
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、
本
宮
の
石
清
水
八
幡
宮
で
は

２
月
15
日
に
同
じ
く
斎
行
さ
れ
ま
す
。
又
、
全
国
八
幡
連
合

総
本
部
よ
り
、
こ
の
年
に
式
年
祭
の
祭
典
斎
行
の
旨
の

呼
び
掛
け
が
あ
り
、全
国
傘
下
の
八
幡
神
社
の
社
頭
に
は

そ
の
幟
が
掲
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
宮

で
は
、来
る
４
月
１
日
に
応
神
天
皇
壱
千
七
百
年
式
年
祭
を

斎
行
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

平
安
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
抹ふ

そ
う桑
略り

ゃ
っ
き記
の
縁
起
に
依
れ
ば

欽き
ん
め
い明
天
皇
の
32
年
に
笹
の
葉
に
乗
っ
た
三
歳
の
童
児
が

現
れ
、「
我
は
誉ほ

ん
だ
の
す
め
ら
み
こ
と

田
天
皇
（
応
神
天
皇
）
に
し
て
、
広
幡

八
幡
麻
呂
な
り
、
我
が
名
は
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
王

菩
薩
」
と
託
宣
さ
れ
宇
佐
八
幡
宮
に
祀
ら
れ
た
の
が
八
幡

託
宣
の
最
初
で
あ
り
、
応
神
天
皇
崩
御
後
六
百
余
年
後
の

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
八
幡
大
神
の
第
十
五
代
応
神
天
皇
の
ご
治
世
は
、

母
君
の
神
功
皇
后
の
胎
中
天
皇
と
し
て
三
韓
を
平
定
さ
れ

論
語
や
千
字
文
な
ど
の
大
陸
の
諸
文
化
が
移
入
さ
れ
、日
本
の

国
威
が
大
い
に
高
掲
さ
れ
た
時
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

や
が
て
欽
明
天
皇
32
年
頃
は
国
際
的
（
大
陸
や
朝
鮮
半
島
）

に
も
日
本
の
権
威
が
失
墜
し
つ
つ
あ
る
頃
で
あ
り
、も
う
一
度

応
神
天
皇
の
ご
治
世
の
御
神
威
を
と
乞
い
願
っ
て
い
る
内
に
、

八
幡
大
神
と
し
て
ご
出
現
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
八
幡
大
神
は
、
奈
良
東
大
寺
の
大
佛
建
立
に

出
向
か
れ
た
り
（
手た

む
け
や
ま

向
山
八
幡
宮
の
創
建
）、弓
削
の
道
鏡
事
件

な
ど
国
の
重
大
事
に
は
託
宣
が
発
せ
さ
れ
、
奈
良
時
代
国
家
の

存
亡
の
危
機
が
救
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
に
な
り
ま
す
と「
吾
れ
都
近
き
男
山
の
峰
に

移
座
し
て
国
家
を
鎮
護
せ
む
」
と
石
清
水
八
幡
宮
（
当
宮
の

本
宮
）
が
御
鎮
座
に
な
り
、益
々
ご
神
威
が
輝
き
朝
廷
よ
り

伊
勢
の
神
宮
に
次
ぐ
第
二
の
宗
廟
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。や
が
て
武
門
の
頭
領
河
内
源
氏
の
氏
神
と

し
て
も
崇
敬
さ
れ
、
嫡
流
の
源
頼
朝
は
鎌
倉
幕
府
の
開
府
に

当
た
り
守
護
神
と
し
て
石
清
水
八
幡
宮
よ
り
勧
請
し
て

鶴
岡
八
幡
宮
を
創
祀
す
る
に
及
び
、
全
国
に
武
門
の
神

と
し
て
祀
ら
れ
る
様
に
な
り
、
現
在
全
国
に
四
万
余
の

八
幡
神
社
が
鎮
座
さ
れ
て
お
り
ま
す
。そ
う
し
て
今
で
も

八
幡
大
神
さ
ま
（
応
神
天
皇
様
）
の
ご
神
徳
は
益
々
広
大

無
辺
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
新
春
も
初
詣
に
お
参
り
頂
き
、
東
京
の
へ
そ
・

子
育
厄
除
八
幡
さ
ま
と
の
ご
神
縁
を
よ
り
深
め
ら
れ
ま
す

よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

新
春
に
当
た
り
、今
年
は
只
管
八
幡
大
神
様
の
ご
神
威
を

乞
い
願
ぎ
奉
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
願
い
が
通
じ
、

氏
子
・
崇
敬
者
の
ご
家
庭
に
も
遍
く
更
な
る
ご
神
威
が
輝
き

亘
り
、各
々
の
ご
家
庭
が
ご
平
安
に
幸
せ
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
年
頭
所
感
と
致
し
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年
庚
寅
年
。
御
祭
神
応
神
天
皇
壱
千
七
百
年

式
年
祭
の
こ
の
年
の
年
明
け
は
元
旦
午
前
零
時
の
初
太
鼓
よ
り

始
ま
り
ま
す
。
一
年
の
多
幸
を
祈
る
参
拝
の
方
々
で
社
頭
が

埋
め
尽
く
さ
れ
る
な
か
、
社
殿
で
は

新
春
を
言
寿
ぐ
神
能
「
翁
」
が

観
世
流
能
楽
師
野
村
四
郎
氏
に
よ
り

奉
奏
さ
れ
、
厄
除
開
運
大
祈
祷
祭

（
一
番
祈
祷
）
が
宮
司
以
下
祭
員

奉
仕
に
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

夜
が
明
け
た
午
前
８
時
、歳
旦
祭
が

奉
仕
さ
れ
、
皇
室
国
家
と
国
民
の

平
穏
を
祈
念
。翌
二
日
は
午
前
10
時
よ
り

新
春
恒
例
の
除
魔
神
事「
蟇
目
の
儀
」と

「
大
的
式
」
が
宗
家
小
笠
原
清
忠
氏

率
い
る
小
笠
原
流
一
門
に
よ
っ
て

奉
仕
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
三
日
に
は

元
始
祭
を
斎
行
、
皇
位
の
元
始
を

言
寿
ぎ
大
宮
の
杜
の
一
年
が
始

ま
り
ま
す
。

応
神
天
皇
壱
千
七
百
年
式
年
祭

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 　
　
　
　
　
　
　
　
観
世
流
能
楽
師
野
村
四
郎 

神
能
「
翁
」

　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
流
除
魔
神
事
蟇
目
の
儀
・
大
的
式

平
成
二
十
二
年

春
の
祭
典
と
主
な
行
事

１
月
１
日　

神
能
「
翁
」

　
　
　
　
　

厄
除
開
運
大
祈
祷(

一
番
祈
祷)

　
　
　
　
　

歳
旦
祭

１
月
２
日　

小
笠
原
流
蟇
目
の
儀
・
大
的
式

１
月
３
日　

元
始
祭

１
月
７
日　

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

１
月
15
日　

古
神
札
焼
納
祭(

ど
ん
ど
焼
き)

１
月
25
日　

初
天
神
祭[

大
宮
天
満
宮]

１
月
26
日　

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
演
習

２
月
１
日　

初
午
祭[

大
宮
稲
荷
神
社]

２
月
３
日　

節
分
祭

２
月
11
日　

紀
元
祭

２
月
下
旬　

梅
盆
栽
展

３
月
上
旬　

木
瓜
盆
栽
展

３
月
春
分　

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

４
月
上
旬　
桜
ま
つ
り

４
月
１
日　

応
神
天
皇
壱
千
七
百
年
式
年
祭

４
月
３
日　
神
武
天
皇
祭
遙
拝･

本
宮
遙
拝

４
月
29
日　
昭
和
祭

５
月
3
日

　

	

　
　
　
　
　

		

稚
児
行
列
（
３
日
）

		　

～　

			　

春
の
大
祭			

植
樹
祭
（
４
日
）

　

	

　
　
　
　
　

		

尚
武
祭
（
５
日
）

５
月
5
日

５
月
９
日　

裏
千
家
献
茶
式

５
月
15
日　

大
宮
八
幡
宮
の
杜
薪
能

５
月
16
日　
御
嶽
榛
名
神
社
例
祭[

御
嶽
榛
名
社]

　

毎
月
１
日　

朔
旦
祭

　

毎
月
15
日　

月
次
祭(

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に

ご
参
列
出
来
ま
す
。　

謹

賀

新

年

平
成
22
年
元
旦

大
宮
八
幡
宮

 

代
表
役
員
宮
司

　

 

鎌
田　

紀
彦

 

責
任
役
員

　

 

髙
橋　

住
雄

　

 

五
本
木
徳
治

　

 

田
木
千
城
夫

　

 

梅
田　

清

　

 

瀬
沼　

寿
男

　

 

藤
枝　

宏
友

 

議
長
団

　

 

黒
澤　

浩
一

　

 

松
島　

四
郎

　

 

毛
塚　

克
彦

 

監
査

　

 

青
木　

龍
雄

　

 

笠
原　

紀
一

　

 

鈴
木　

憲
章

 

総
代

  

大
宮
地
区

　

 

五
本
木
徳
治

　

 

荒
井　

昭
一

　

 

請
井　

勝
雄

　

 

関　
　

又
治

　

 

小
松　

春
樹

　

 

毛
塚　

克
彦

　

 

青
木　

龍
雄

  

方
南
南
地
区

　

 

三
枝　

栄
治

　

 

田
木
千
城
夫

　

 

黒
澤　

浩
一

　

 

大
塚　

喜
一

　

 

相
川　

貞
雄

　

 

三
枝
治
太
郎

  

方
南
北
地
区

　

 

髙
橋　

住
雄

　

 

細
野　

一
善

　

 

岩
田　

文
雄

　

 

広
田　

圭
治

　

 

岩
崎　

太
良

　

 

鈴
木　

憲
章

  

和
田
東
地
区

　

 

梅
田　

清

　

 

松
村　

康
夫

　

 

佐
野　

晃
央

　

 

齊
藤　

洋
一

　

 

笠
原　

紀
一

　

 

玉
村　

恭
男

  

和
田
西
地
区

　

 

飯
高
今
朝
資

　

 

浅
川　

静
男

　

 

古
谷　

孝
治

　

 

藤
枝　

宏
友

　

 

森
川　

純
一

　

 

葉
梨　

俊
郎

  

松
ノ
木
地
区

　

 

瀬
沼　

芳
蔵

　

 

松
島　

一
男

　

 

松
島　

四
郎

　

 

瀬
沼　

寿
男

　

 

川
上　

忠
一

　

 

太
田　

正

　

 

本
橋　

文
将

　

 

松
島　

武
治

兼
務
神
社
総
代
会
長

 

堀
ノ
内
熊
野
神
社

　

 

大
高　

正
朝

 

成
宗
白
山
神
社

　

 

岩
田　

和
保

 

尾
崎
熊
野
神
社

　

 

安
藤　

雄
次

大
宮
八
幡
宮
敬
神
婦
人
会

（
り
ん
ど
う
会
）

会
長 

鎌
田 

民
枝

副
会
長 

髙
橋 

芳
子

　
　

 

五
本
木
秀
子

　
　

 

堀
友 

美
延

毎
月
・
お
朔つ
い
た
ち日
参ま
い

り
を

致
し
ま
し
ょ
う



平成２２年１月１日 大　　　　　宮 第 86 号

と
し
て
携
わ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
神
事
に
因
み
、
当
宮
で
は

除
魔
厄
除
守
護
の
神
矢
が
授
与
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

成
人
奉
告
祭
の
ご
案
内

　

新
年
を
迎
え
新
た
に
成
人
し
た
こ
と

を
ご
神
前
に
ご
奉
告
す
る
成
人
奉
告
祭
。

当
宮
で
は
成
人
奉
告
の
ご
祈
願
を
随
時

ご
奉
仕
致
し
、
ご
祈
願
の
新
成
人
の
皆
様

に
宮
司
祷
書
の
干
支
絵
馬
を
、
元
旦
よ
り

11
日
成
人
の
日
ま
で
特
別
授
与
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
様
の
お
参
り
を
お
待
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。

古
札
焼
納
祭（
ど
ん
ど
焼
き
神
事
）

　

毎
年
小
正

月
の
１
月
15

日
午
前
10
時

よ
り
ご
神
前

で
、
月
次
祭
に

併
せ
奉
告
祭

を
斎
行
、
次
い

で
社
殿
前
広

場
を
斎
場
に
、

年
末
年
始
の

参
拝
者
の
皆

― ４ ―

ど
ん
ど
焼
き
に
ご
協
力
の
お
願
い

　

今
年
も
温
暖
化
防
止
、
環
境
汚
染
対

策
を
含
め
、
伝
統
行
事
の
お
焚
き
上
げ

神
事
を
今
後
と
も
存
続
さ
せ
る
為
に
も
、

ご
神
札
等
を
お
納
め
頂
く
際
に
全
て
点

検
・
選
別
さ
せ
て
頂
き
、
神
社
関
係
以

外
の
も
の
・
燃
え
な
い
も
の
・
有
毒
物
質

の
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
等
）・
包
装
紙
は
、
そ
の
場

で
お
持
ち
帰
り
頂
い
て
お
り
ま
す
。

厄や
く

除よ

け
祈
祷
の
ご
案
内

小
笠
原
流
新
春
除
魔
神
事

蟇
目
の
儀
・
大
的
式

　

正
月
２
日
午
前
10
時
、
新
春
恒
例
の
除

魔
神
事
、
蟇
目
の
儀
・
大
的
式
が
小
笠
原

流
宗
家
に
よ
り
奉
仕
さ
れ
ま
す
。
蟇ひ
き
め目
と

は
矢
の
先
に
付
け
た
蟇
目
鏑
か
ぶ
らの
こ
と
。
木
を

挽
い
て
削
り
、
そ
の
形
が
蟇
蛙
に
似
た
と
こ

ろ
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
、
鋭
い
風
切
り
音
に

よ
っ
て
魔
障
を
退
散
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
大
的
式
は
千
五
百
年
前
、
清

寧
天
皇
が
射
を
行
わ
せ
給
う
た
と
の
記
載

が
日
本
書
紀
に
見
ら
れ
る
よ
う
、古
く
よ
り

公
家
、武
家
に
よ
り
行
わ
れ
た
重
儀
。
神
前

で
弓
矢
の
徳
威
を
示
し
、
天
下
泰
平
、
国
家

安
穏
を
祈
念
す
る
弓
始
め
の
神
事
で
す
。

　

小
笠
原
流
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
当
宮
と

小
笠
原
流
と
の
関
わ
り
は
深
く
古
く
は

治
承
４
年
（
一一
八
一
年
）、
源
頼
朝
が
社
殿

を
修
営
し
、
秋
の
大
祭
を
９
月
15
日
執
り

行
い
、
大
的
式
流
鏑
馬
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
お
り
小
笠
原
流
始
祖
小
笠
原
長

清
公
も
未
だ
18
歳
な
が
ら
頼
朝
の
側
近

新
春
初
祈
祷
の
ご
案
内

　

お
正
月
の
期
間
中
、
当
宮
で
は
、
新

春
に
あ
た
り
新
し
い
年
の
貴
家
の
ご
繁

栄
を
お
祈
り
す
る
新
春
初
祈
祷
を
ご
奉

仕
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

社
頭
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
上
、
ご
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

一
月
の
内
に
受
付
票
を
当
宮
祈
祷
受
付

所
に
ご
提
示
頂
き
ま
す
と
、
御
神
前
に
て

ご
祈
祷
を
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
そ
れ
以
後
は
、
ご
祈
願
の
上
御
神
札
を

お
送
り
致
し
ま
す
。）

　

尚
、
祈
祷
予
約
の
申
込
は
12
月
25
日

ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
御
神
札
に
は
、
祈
祷
名
と
代
表
者
名

を
浄
書
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

厄
除
開
運
大
祈
祷
（
一
番
祈
祷
）

　

厄
除
開
運

大
祈
祷
（
一

番
祈
祷
）
は
、

元
旦
の
午
前

零
時
、
新
春

を
言
祝
ぐ
神

能
「
翁
」
の

奉
奏
に
続
き
、

宮
司
奉
仕
に

よ
り
執
り
行

わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
祈
祷
に

ご
参
列
希
望

の
方
は
、
新
春
初
祈
祷
の
予
約
申
込
み
を

12
月
25
日
ま
で
に
お
済
ま
せ
の
上
、
12

月
31
日
午
後
11
時
20
分
か
ら
40
分
ま
で

に
神
門
横
の
祈
祷
受
付
で
受
付
票
を
ご

提
示
願
い
殿
内
へ
参
入
頂
き
ま
す
。
但
し
、

先
着
50
名
様
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

尚
、
二
番
祈
祷
は
元
旦
午
前
１
時
頃

よ
り
ご
奉
仕
致
し
、
以
後
随
時
新
春
初

祈
祷
を
受
付
致
し
て
お
り
ま
す
。

何
卒
、
予
め
ご
理
解
の
上
、
お
持
ち
込

み
に
な
ら
ぬ
様
ご
協
力
の
程
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

◆
御
守
り
・
古
神
矢
・
古
神
札
類
及
び

正
月
飾
り
（
注
連
縄
な
ど
）
の
み
お
預
か
り

致
し
ま
す
。

◆
人
形
類
は
、
別
途
に
人
形
感
謝
祭
を

ご
奉
仕
し
て
お
納
め
頂
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
直
接
祈
祷
受
付
所
へ
お
申
し
出

下
さ
い
。（
但
し
、
ぬ
い
ぐ
る
み
は
お
預

か
り
出
来
ま
せ
ん
）

絵
馬
付
鏑
矢
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毎
年
２
月
の
最
初
の
午
の
日
を
初
午

と
云
い
、
お
稲
荷
さ
ま
の
ご
縁
日
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

お
稲
荷
さ
ま
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に

商
売
繁
盛
・
家
内
安
全
な
ど
、
八
幡
さ
ま

と
並
ん
で
広
く
親
し
ま
れ
た
信
仰
の
あ
る

神
様
で
す
。
本
年
も
大
宮
稲
荷
神
社
の
初

午
祭
を
賑
々
し
く
執
り
行
い
た
く
存
じ
ま

す
の
で
、
左
記
に
よ
り
商
売
繁
盛
・
家
内

安
全
等
を
祈
願
の｢

朱
色
の
ぼ
り｣

を
是

非
と
も
ご
社
頭
に
ご
奉
納
賜
り
ま
す
よ

う
、
ご
案
内
致
し
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

記

一
、
朱
色
の
ぼ
り 

一
口 

三
、〇
〇
〇
円

（
出
来
れ
ば
一
対
二
口
以
上
で
お
願
い
致
し
ま
す
）

の
ぼ
り
に
は
、
御
氏
名
（
又
は
会
社
名
）
を
入
れ

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
二
十
二
年	

厄
年
表(

数
え
年)

※
厄
年(

や
く
ど
し)

は
、
古
来
人
生
の
節
目
と

　

し
て
特
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

　

れ
て
い
る
年
回
り
の
こ
と
で
す
。
本
厄
の
前
年

　

は
前
厄
、
後
年
は
後
厄
に
当
り
ま
す
。

　

厄
年
に
限
ら
ず
、
除
災
招
福
の
厄
除
祈
願
を

　

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

厄
年
に
当
た
る
方
は
、
厄
除
開
運

の
信
仰
の
篤
い
当
八
幡
宮
に
於
い
て
、

厄
除
け
の
お
祓
い
を
お
受
け
に
な
り
、

清
々
し
い
一
年
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

厄や
く

除よ

け
祈
祷
の
ご
案
内

男

　

性

前　　厄 本　　厄 後　　厄

昭和62年生（24歳）昭和61年生（25歳）昭和60年生（26歳）

昭和45年生（41歳）昭和44年生（42歳）昭和43年生（43歳）

昭和26年生（60歳）昭和25年生（61歳）昭和24年生（62歳）

女

　

　

性

前　　厄 本　　厄 後　　厄

平成 ５ 年生（18 歳）平成４年生（19歳）平成 ３ 年生（20歳）

昭和54年生（32歳）昭和53年生（33歳）昭和52年生（34歳）

昭和50年生（36歳）昭和49年生（37歳）昭和48年生（38歳）

昭和26年生（60歳）昭和25年生（61歳）昭和24年生（62歳）

様
が
納
め
ら
れ
た
古
い
御
神
札
・
御
守
等

を
積
み
上
げ
、
古
神
矢
・
古
神
札
等
焼
納

祭
（
ど
ん
ど
焼
き
神
事
）
が
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
す
。

　

又
、
恒
例
の
当
宮
敬
神
婦
人
会
（
り
ん

ど
う
会
）
の
皆
様
の
ご
奉
仕
に
よ
る
、
厄

除
ぜ
ん
ざ
い
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

大
宮
稲
荷
神
社 

初
午
祭

　

本
年
の
初
午
は
２
月
１
日
。
こ
の
初
午
の

日
に
、
稲
荷
大
神
が
京
都
・
伏
見
の
峰
に

下
ら
れ
た
故
事
か
ら
、
こ
の
日
に
は
全
国

古
儀
に
則
り
桃
の
弓
・
葦
の
矢
で
「
天
・

地
・
人
」
を
射
る
追
儺
神
事
が
行
わ
れ
、

続
い
て
社
殿
前
に
て
邪
気
を
祓
う
豆
撒
き

神
事
も
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

紀
元
祭
並
橿
原
神
宮
遙
拝 

　

2
月
11
日
は
建
国
記
念
の
日（
旧
紀
元
節
）。

　

当
宮
で
は
、午
前
10
時
よ
り
紀
元
祭
を

斎
行
。
皇
紀

二
六
七
〇
年

を
祝
い
、
日
本

の
建
国
に
思

い
を
致
し
、
皇

室
国
家
の
繁

栄
、国
運
の
隆

昌
と
世
界
の

平
和
を
ご
祈

念
申
し
上
げ

ま
す
。

応
神
天
皇
壱
千
七
百
年
式
年
祭

　

当
宮
御
祭
神
の
第
十
五
代
応
神
天
皇
は

御
母
神
功
皇
后
が
新
羅
出
征
中
、
腹
中
の

皇
子
が
皇
位
を
継
ぐ
と
の
住
吉
三
神
の

霊
告
を
得
た
こ
と
か
ら
胎
中
天
皇
と
も

称
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
神
帝
は
半
島
と
の
交
流
を
進
め
、

国
土
経
営
に
尽
く
さ
れ
、
わ
が
国
の
国
威
が

高
揚
さ
れ
ま
し
た
が
、
帝
が
崩
ぜ
ら
れ
て

よ
り
今
年
が
壱
千
七
百
年
の
年
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
当
宮
で
は
来
た
る
４
月
１
日

午
前
10
時
、
応
神
天
皇
壱
千
七
百
年

式
年
祭
を
斎
行
、
御
祭
神
の
御
神
徳
を

景
仰
申
し
上
げ
ま
す
。

― ５ ―

各
稲
荷
神
社

で
初
午
祭
が

ご
奉
仕
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
宮
の
大

宮
稲
荷
神
社

で
も
、
１
日
の

午
後
１
時
よ
り

初
午
祭
が
斎

行
さ
れ
ま
す
。

真
新
し
い
百

数
十
本
の
朱
色
の
初
午
幟
の
立
ち
並
ぶ

稲
荷
神
社
に
、
幟
奉
納
者
等
崇
敬
者
の

参
列
の
も
と
祭
典
が
斎
行
さ
れ
、
五
穀

豊
穣
を
始
め
と
し
て
、
皆
様
の
家
内
安
全
や

商
売
繁
盛
が
祈
念
さ
れ
ま
す
。

　

又
、
兼
務
社
の
堀
ノ
内
熊
野
神
社
・

成
宗
白
山
神
社
・
尾
崎
熊
野
神
社
、

境
外
社
の
谷
中
稲
荷
神
社
の
各
稲
荷
社

で
も
初
午
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

節
分
祭
（
豆
撒
き
神
事
）

　

２
月
３
日
は
節
分
。
節
分
と
は
立
春
の

前
日
、
大
寒
の
終
り
の
日
で
す
。
当
宮
で

は
、
こ
の
季
節

の
分
か
れ
目
に

皆
様
の
開
運

と
身
体
健
勝

を
大
神
様
に

ご
祈
念
申
し

上
げ
る
節
分

祭
が
午
前
10

時
よ
り
斎
行

さ
れ
ま
す
。

　

祭
典
で
は
、
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新
春
献
燈
提
灯
奉
納
の
ご
案
内

　

新
春
の
期
間
中
多
く
の
氏
子
・
崇
敬

者
の
皆
様
方
を
お
迎
え
す
る
に
当
り
、

皆
様
方
の
お
名
前
を
入
れ
た
献
燈
提
灯

を
掲
出
さ
せ
て
頂
き
、
ご
社
頭
を
尚
一
層

賑
々
し
く
お
飾
り
さ
せ
て
頂
き
度
く

存
じ
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
よ
り
ご
献
燈
を

賜
り
た
く
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

掲
出
期
間　

１
月
１
日
か
ら
２
月
３
日
ま
で

初
穂
料　
　

一
燈 

一
〇
、〇
〇
〇
円

申
込
締
切　

12
月
19
日（
郵
送
は
18
日
必
着
）

※
詳
し
く
は
社
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

― ６ ―

杜
の
話
題 

大
宮
八
幡
祭
り
斎
行

　

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を
奉
祝
す
る

大
宮
八
幡
祭
り
（
秋
の
大
祭
）
が
９
月

15
日
及
び
18
～
21
日
に
か
け
て
斎
行
さ
れ
、

期
間
中
境
内
は
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

15
日
、神
社
本
庁
よ
り
の
献
幣
使
と
し
て

平
岩
東
京
都
神
社
庁
長
の
ご
参
向
の
も
と

例
祭
を
斎
行
、
大
前
に
幣
帛
が
献
ぜ
ら
れ
、

八
幡
大
神
に
五
穀
豊
饒
を
感
謝
し
皇
室

国
家
の
安
泰
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

18
日
午
前
、
神
輿
神
霊
入
が
行
わ
れ
、

当
宮
に
奉
安

さ
れ
て
い
る

氏
子
各
町
の

神
輿
は
各
神

幸
所
に
奉
遷
、

翌
19
日
、
宮
司

の
神
幸
所
巡

拝
の
あ
と
各

神
輿
の
町
内

巡
幸
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
夕
刻
６
時
よ
り
は
宵
宮
祭
を

斎
行
、
翌
20
日
午
前
10
時
よ
り
は
氏
子

奉
幣
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
宮
司
祝
詞
奏
上
に

続
き
、
今
年
の
副
奉
幣
使
・
藤
枝
副
祭
礼

委
員
長
が
大
宮
、
方
南
、
和
田
、
松
ノ
木

の
氏
子
４
地
区
よ
り
誠
心
籠
も
る
浄
財
を

氏
子
幣
と
し
て
大
前
に
奉
献
、
奉
幣
使
・

瀬
沼
祭
礼
委
員
長
が
氏
子
祈
願
詞
を

奏
上
し
八
幡
大
神
の
加
護
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
の
日
午
後
６
時
よ
り
は
第
24
回
神
輿

合
同
宮
入
り
が
行
わ
れ
、氏
子
４
地
区
８
基
の

神
輿
が
神
門
内
に
練
り
込
み
、
境
内
は

興
奮
と
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
20
日
の

小
笠
原
流
弓
の
神
事
「
草
鹿
式
」
の
他
、

杉
並
太
鼓
、方
南

エ
イ
サ
ー
踊
り

や
高
井
戸
囃
子

な
ど
の
神
賑

行
事
が
行
わ
れ
、

参
道
に
は

百
二
十
店
の

露
店
も
出
て

終
日
参
拝
者
で

溢
れ
て
い
ま

し
た
。

第
10
回
「
菊
被
綿
」
展
示　

　

天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を
奉
祝
す
る

重
陽
の
節
句

の
宮
中
行
事

「
菊
被
綿
」
が

大
宮
八
幡
祭
り

に
併
せ
９
月

９
日
よ
り
23
日

ま
で
清
涼
殿

ロ
ビ
ー
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

菊
被
綿
は

平
安
時
代
よ
り

宮
中
を
中
心
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た

不
老
不
死
を
願
う
重
陽
の
行
事
。
当
宮

で
は
天
皇
陛
下
御
即
位
十
年
を
奉
祝
し
て

平
成
11
年
よ
り
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
10
回
を
迎
え
た
今
回
は
ま
づ
８
日

夕
刻
、
菊
被
綿
神
事
を
奉
仕
。
拝
殿
の

向
拝
下
に
設
け
ら
れ
た
鉢
植
え
の
菊
に

赤
、
黄
、
白
の
三
色
の
真
綿
が
被
せ
ら
れ
、

朝
露
を
含
ん
だ
真
綿
が
翌
９
日
の
日
供

祭
に
お
供
え
さ
れ
た
あ
と
、
清
涼
殿
で

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

儀
礼
文
化
研
究
会
開
催

　

日
本
文
化
の
中
核
で
あ
る
儀
礼
文
化
を

研
究
す
る
儀
礼
文
化
学
会
の
第
３
回

儀
礼
文
化
研
究
会
が
氏
子
奉
幣
祭
の
９
月

20
日
、
当
宮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
会
に
は
会
員
の
方
々
50
余
名
が

参
加
、
正
式
参
拝
に
つ
づ
き
、
小
笠
原
流

草
鹿
式
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

※複数燈でも承ります
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秋
季
皇
霊
祭
・
神
嘗
祭
・
明
治
祭
の
遥
拝

　

９
月
23
日
秋
分
の
日
、
宮
中
で
の
秋

季
皇
霊
祭
御
親
祭
に
合
わ
せ
、
こ
の
日

宮
司
以
下
祭
員
奉
仕
に
よ
り
秋
季
皇
霊

祭
遥
拝
が
神

域
内
斎
場
に

て
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
10
月

17
日
に
は
伊

勢
神
宮
神
嘗

祭
に
合
わ
せ

神
嘗
祭
遥
拝

が
、
11
月
３
日

に
は
明
治
祭

遥
拝
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

鶴
見
神
社
奉
賛
会
ご
参
拝

　

横
浜
市
鶴
見
区
の
鶴
見
神
社（
金
子
元

重
宮
司
）
の
奉
賛
会
の
皆
様
が
去
る
10
月

３
日
、
当
宮

に
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。

　

御
一
行
25

名
は
当
日

午
前
当
宮

に
到
着
、
正

式
参
拝
の

の
ち
秋
の

当
宮
境
内

を
散
策
さ

れ
ま
し
た
。

第
９
回
「
十
五
夜
の
神
遊
び
」

　

10
月
３
日

は
十
五
夜
。こ

の
日
第
９
回

「
十
五
夜
の
神

遊
び
」が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

神
遊
び
と
は

神
慰
め
、神
祭

り
の
こ
と
。夕

刻
、ま
づ
献
灯

神
事
が
行
わ

れ
、
大
前
の
竹
燈
籠
千
百
基
に
火
が
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
い
で
社
殿
に
進
み

て
祭
典
が
斎
行
さ
れ
、
お
月
見
の
団
子

や
、
き
ぬ
か
つ
ぎ
の
里
芋
も
神
前
に
お

供
え
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
神
楽
殿
に
移
り
当
宮
雅
楽

部
に
よ
る
雅
楽
・
神
楽
舞
の
奉
奏
の
あ

と
杉
並
区
文
化
協
会
の
後
援
に
よ
り

「
月
の
音
舞
台
」
を
開
催
。
二
胡
奏
者
・

芳
晴
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
シ
モ
シ
ュ
の
綾
な

す
澄
ん
だ
音
色
は
、
神
々
と
自
然
と
音

と
の
共
鳴
を
感
じ
さ
せ
る
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

月
の
音
舞

台
終
了
後
は

清
涼
殿
に
て

「
月
見
の
宴
」

も
設
け
ら
れ
、

特
選
料
理
『
月

見
御
膳
』
に
参

加
者
は
舌
鼓

を
打
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
「
十
五
夜
の
神
遊
び
」
の
様

子
は
、東
京
新
聞
10
月
４
日
の
「
熱
気
球
」

に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

熱
田
神
宮
本
殿
遷
座
祭
当
日
遥
拝

　

皇
祖
の
草

薙
神
剣
を
奉

斎
す
る
熱
田
神

宮
で
は
御
創
祀

壱
千
九
百
年

記
念
事
業
と

し
て
進
め
ら

れ
て
き
た
本

殿
御
屋
根
葺

替
工
事
を
終

え
去
る
10
月

10
日
夕
、
本
殿
遷
座
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
当
宮
で
も
こ
れ
に
合
わ
せ
、

同
日
夕
刻
、宮
司
以
下
祭
員
奉
仕
に
よ
り

熱
田
神
宮
本
殿
遷
座
祭
当
日
遥
拝
を
斎

行
致
し
ま
し
た
。

丁
巳
会
例
会
を
実
施

　

都
内
の
神
職
有
志
で
組
織
す
る
丁
巳

会
の
例
会
が
11
月
13
日
夕
刻
、
当
宮
で

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
大
正
６
（
丁

巳
）
年
に
資
格
取
得
の
神
職
有
志
が
神

道
の
信
仰
や
学
問
の
向
上
を
目
指
し
て

結
成
、
そ
の
趣
旨
を
受
け
継
ぎ
、
研
修

な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
昇
殿
参
拝
の
後
、
清
涼
殿
で
例

会
。
宮
司
よ
り
乞
巧
奠
や
菊
被
綿
な
ど
当

宮
の
行
事
に
つ
い
て
説
明
。同
会
の
例
会
や

研
修
旅
行
の
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

御
即
位
二
十
年
奉
祝
奉
告
祭

奉
祝
国
民
祭
典
も
開
催
さ
る

　

11
月
12
日

は
天
皇
陛
下

の
即
位
礼
が

あ
げ
ら
れ
た

記
念
の
日
。

こ
の
日
国
民

祭
典
等
全
国
で

天
皇
陛
下
御

即
位
二
十
年

奉
祝
の
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
宮
で
は

責
任
役
員
総
代

諸
員
参
列
の

も
と
午
前
10
時
よ
り
天
皇
陛
下
御
即
位

二
十
年
奉
祝
奉
告
祭
を
宮
司
以
下
祭
員

奉
仕
に
よ
り
斎
行
。
続
く
直
会
で
は

聖
寿
萬
歳
が
声
高
ら
か
に
奉
唱
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
日
、「
天
皇
陛
下
御
在
位
二
十
年
記
念

式
典
」
や
「
天
皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を

お
祝
い
す
る
国
民
祭
典
」
が
催
さ
れ
、

夜
の
帳
が
お
り
る
頃
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

に
は
二
重
橋
鉄
橋
に
出
御
。
三
万
人
の

提
灯
の
波
に
お
手
づ
か
ら
提
灯
を
振
っ
て

お
応
え
に
な
ら
れ
、
お
こ
と
ば
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
当
宮
で
は
11
月
８
日
よ
り
23
日

ま
で
境
内
に
御
即
位
二
十
年
奉
祝
記
帳
所
を

開
設
。
記
帳
頂
い
た

278
名
の
ご
芳
名
の

記
帳
簿
は
神
社
本
庁
を
通
じ
、
宮
内
庁
へ

取
り
次
が
れ
ま
し
た
。
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杉
並
区
の
後
援
、

京
王
電
鉄
㈱
、

サ
ミ
ッ
ト
㈱

の
協
賛
を
頂
き

毎
年
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

31
回
目
の

本
年
も
三
百
鉢

を
越
え
る
菊
が

出
品
さ
れ
、
中

で
も
七
五
三

文
字
菊
の
総
合

花
壇
や
小
菊
の
盆
栽
・
盆
景
が
多
数

出
品
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

育
て
ら
れ
た
菊
花
が
爽
秋
の
も
と
妍
を

競
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
７
日
の
審
査
会
で
宮
司
賞

以
下
各
賞
の
受
賞
が
決
ま
り
、
12
月
８
日
に

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

等
が
収
穫
し
た

稲
穂
の
初
穂
を

は
じ
め
、
篤
志

家
や
ボ
ー
イ
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
、
氏
子
・
崇

敬
者
、
各
企
業

よ
り
の
新
穀
や

清
酒
、
野
菜
・

果
物
な
ど
数
多

く
の
供
進
品
が

庭
積
神
饌
と
し
て
献
納
さ
れ
ま
し
た
。

岡
崎
総
代
会
ご
参
拝

　

愛
知
県
神
社
庁
岡
崎
支
部
（
支
部
長
・

畔
柳
春
雄
龍
城
神
社
宮
司
）
の
神
社

総
代
会
の
ご
一
行
47
名
が
去
る
11
月
27
日

午
前
、
当
宮
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

今
度
の
来
宮
は
同
会
の
研
修
旅
行
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
。
参
拝
に

続
き
当
宮
由
緒
等
の
説
明
を
聞
か
れ
、

清
涼
殿
で
休
息
を
取
ら
れ
た
後
、
次
の

目
的
地
、
武
蔵
野
陵
に
向
か
わ
れ

ま
し
た
。

第
31
回 

杉
並
大
宮
菊
花
展 

 　

杉
並
区
内
外
在
住
の
菊
愛
好
家
の

方
々
に
よ
っ
て
、
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た

数
々
の
菊
花
が
出
品
さ
れ
る
秋
の
恒
例
、

杉
並
大
宮
菊
花
展
。
今
年
は
10
月
23
日

よ
り
11
月
23
日
の
一
ヶ
月
間
、
当
宮
神

門
内
特
設
展
示
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
菊
花
展
は
杉
並
大
宮
菊
の
会
（
会
長
・

五
本
木
徳
治
当
宮
責
任
役
員
）
主
催
、

戌
の
日
詣
り
は

　
　

子
育
八
幡
さ
ま
の
当
宮
で

安
産
祈
願
の
ご
祈
祷
を
！

ご
祈
願
の
方
に
は
安
産
腹
帯（
岩
田
帯
）を
授
与
し
て
お
り
ま
す

子
授
け
祈
願
・
初
宮
詣
も
随
時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す

恵 

俊
彰
さ
ん
が
ご
参
拝

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
午
後
の
人
気
番
組

「
２
時
っ
チ
ャ
オ
！
」
の
司
会
な
ど
メ
デ
ィ
ア
で

活
躍
、
多
く
の
フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
る

恵
俊
彰
さ
ん
が
去
る
11
月
22
日
午
前
、

当
宮
に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ご
来
宮
は
ご
次
男
の
七
五
三
詣

で
の
ご
参
拝
で
、
ご一家
お
揃
い
で
朝
一
番
の

ご
祈
祷
を
受
け
ら
れ
、お
子
様
の
ご
成
長
を

祈
念
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

秋
の
実
り
に
感
謝 

新
嘗
祭
斎
行

　

勤
労
感
謝
の
日
の

11
月
23
日
午
前
９
時

よ
り

130
名
を
超
え
る

方
々
の
ご
参
列
を
頂
き

新
嘗
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
は
、
新
穀
を

大
神
さ
ま
に
お
供
え

し
て
秋
の
収
穫
を

感
謝
す
る
祭
典
で
す
。

宮
中
を
始
め
、
全
国

津
々
浦
々
の
神
社
で
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
宮
幼
稚
園
の
園
児

　
戌い
ぬ

の
日
早
見
表

（
平
成
22
年
１
月
～
５
月
）

１
月
12
日（
火
）
24
日（
日
）

２
月
５
日（
金
）
17
日（
水
）

３
月
１
日（
月
）
13
日（
土
）
25
日（
木
）

４
月
６
日（
火
）
18
日（
日
）
30
日（
金
）

５
月
12
日（
水
）
24
日（
月
）

■
は
大
安
の
日
で
す

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
に

真
心
か
ら
の
ご
奉
賛
を
致
し
ま
し
ょ
う

式
年
遷
宮
奉
賛
者
芳
名
簿
（
そ
の
４
）

平
成
21
年
８
月
１
日
～
平
成
21
年
12
月
31
日　

（
※
一
万
円
以
上
の
み
掲
出
、
順
不
同
）

社  

務  

所

  

金
拾
壱
萬
円
也

　

㈲
温
泉
エ
ネ
ル
ギ
ィ
研
究
所

ご
奉
賛
頂
き
ま
し
た
奉
賛
金
は
、
奉
賛
会
を
通
じ

伊
勢
神
宮
へ
お
取
り
次
ぎ
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
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後
の
二
回
、
東
京
山
形
県
人
会
花
笠
踊

り
愛
好
会
、
地
元
商
店
会
婦
人
部
、
サ

ミ
ッ
ト
社
員
等
の
皆
さ
ん
に
よ
る
花
笠

踊
り
が
境
内
に
練
り
込
み
、
大
宮
の
初

冬
の
風
物
詩
に
三
万
人
を
越
え
る
参
拝

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
31
回 

杉
並
大
宮
菊
花
展
表
彰
者

第
19
回 

杉
並
花
笠
祭
り

　

第
19
回
「
杉
並
花
笠
祭
り
」
が
去
る

12
月
12
日
当
宮
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

杉
並
花
笠
祭
り
は
当
宮
と
サ
ミ
ッ
ト
㈱

の
主
催
、
山
形
県
の
後
援
で
毎
年
催
さ

れ
て
い
る
も
の
。

　

当
日
は
開
催
奉
告
祭
を
斎
行
後
、
境

内
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
御

神
酒
の
鏡
開

き
。
次
い
で
郷

土
料
理
の
芋

煮
や
地
酒
が

振
る
舞
わ
れ
、

山
形
特
産
の

農
作
物
の
露

店
が
立
ち
並

ぶ
中
、午
前
午

大
宮
幼
稚
園
60
周
年

記
念
事
業
に
つ
い
て

　

大
宮
幼
稚
園
は
、
昭
和
25
年
３
月
に

杉
並
区
よ
り
設
立
認
可
を
受
け
、
４
月
に

大
宮
八
幡
宮
境
内
に
開
園
致
し
ま
し
て
よ
り

本
年
度
60
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
お
蔭
様
で
大
宮
八
幡
宮
で
は
、氏
子
崇

敬
者
の
皆
様
の
ご
理
解
あ
る
ご
支
援
に

よ
り
ま
し
て
、特
に
近
年
「
心
の
教
育
」
が

重
要
視
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
今
日
ま
で
、

一
貫
し
て
幼
児
期
に
お
け
る
神
社
神
道
な
ら

で
は
の
宗
教
的
情
操
教
育
の
重
要
性
に

思
い
を
お
き
、神
社
の
保
育
施
設
と
し
て
の

特
性
を
充
分
に
発
揮
し
得
る
よ
う
大
宮

幼
稚
園
の
維
持
運
営
に
携
わ
って
参
り
ま
し
た
。

　

当
初
25
名
の
園
児
で
出
発
し
た
当
園
は
、

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の
就
園
時
に

は
一
時
期

500
名
を
越
す
規
模
と
な
り
ま
し
た

が
、近
年
は
約

290
名
以
上
の
在
園
児
で
安
定

し
て
お
り
、
卒
園
児
は
、
約
八
、一
一
〇
名
を

数
え
親
子
二
代
三
代
と
当
園
に
就
園
し
た

方
々
も
み
ら
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
都
会
の
な
か
で
、
子
供
達
を
め
ぐ
る

環
境
は
極
度
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
安
心

し
て
遊
べ
る
広
い
遊
び
場
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
当
園
は
、
緑
に
恵
ま
れ
た

大
宮
八
幡
宮
の
広
い
境
内
の
一
角
に
あ
り
、

平
成
12
年
の
創
立
50
周
年
記
念
事
業
で

園
庭
の
改
修
並
び
に
周
辺
整
備
事
業
を

中
心
に
実
施
致
し
ま
し
た
が
、
今
般
、
園
舎

玄
関
門
扉
廻
り
及
び
玄
関
ホ
ー
ル
改
修
と

園
庭
側
園
舎
外
壁
に
環
境
壁
画
の
作
成
等
、

幼
児
教
育
の
為
の
施
設
を
一
層
充
実
さ
せ

て
い
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
改
修

事
業
を
中
心
と
し
て
60
周
年
記
念
誌
の

刊
行
や
記
念
講
演
会
・
記
念
式
典
な
ど
、

「
大
宮
幼
稚
園
創
立
60
周
年
記
念
事
業
」を

推
進
し
て
参
り
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

大
宮
幼
稚
園
及
び
大
宮
八
幡
宮
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
に
も
、こ
の
事
業
に
是
非

と
も
ご
参
画
い
た
だ
き
、
立
派
に
完
遂
致
し

た
く
何
卒
応
分
の
ご
協
賛
の
程
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
11
月
吉
日

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

尚
、
記
念
式
典
は
６
月
12
日
（
土
）
に

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

幼稚園エントランス完成イメージ図

宮 
司 

賞 
 

倉
本 

栄
子
氏（
精
興
右
近
）

杉
並
区
長
賞  

五
本
木
秀
子
氏（
瀬
戸
の
鷹
）

杉
並
大
宮
菊
の
会
会
長
賞 

佐
久
間 

亨
氏（
天
女
の
名
所
）

大
宮
八
幡
宮
責
任
役
員
賞 

長
谷
川 

宏
氏
（
村
山
の
春
）

京
王
電
鉄
賞  

五
本
木
徳
治
氏（
国
華
越
山
）

サ
ミ
ッ
ト
賞  

井
上 

良
助
氏（
天
女
の
名
所
）

サ
ミ
ッ
ト
賞  

本
橋 

利
夫
氏（
神
代
の
桜
）

み
ど
り
の
会
会
長
賞 
中
村
幸
之
輔
氏（
国
華
晴
舞
台
） 

審
査
委
員
長
賞 
稲
村 
実
氏
（
国
華
越
山
）

日
本
香
菊
会
賞 

渡
辺 
忠
雄
氏（
多
摩
の
景
勝
）

藤 

枝 

賞 
 

瀧
澤 

政
次
氏（
国
華
天
授
）

末 

柄 

賞 
 

河
江 

忠
氏
（
国
華
越
山
） 

八
幡
前
通
商
栄
会
賞 

倉
本 

晴
雄
氏
（
国
華
金
山
）

新 

人 

賞 
 

関 

富
雄
氏
（
国
華
金
山
）

新 

人 

賞 
 

後
藤 

明
弘
氏（
国
華
聖
者
）

金　

賞 
 

受
賞
者
８
名

新
春
初
詣
旅
行
の
ご
案
内

～
伊
勢
参
宮
と
奈
良
・
大
和
路
の
旅
～

日
時
：
１
月
27
日
（
水
）
～
29
日
（
金
）

　

新
春
吉
例
の
伊
勢
神
宮
初
詣
旅
行
。

第
一
日
目
は
新
幹
線
に
て
伊
勢
に
向
か
い
、

先
ず
伊
勢
神
宮
「
外
宮
」
に
て
御
垣
内

特
別
参
拝
後
、「
内
宮
」
を
お
参
り
し
て
、

太
々
神
楽
を
奉
納
し
御
垣
内
特
別
参
拝
を

致
し
、
新
し
い
年
の
更
な
る
繁
栄
と
各
位
の

ご
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

第
二
日
目
は
一
路
奈
良
へ
向
か
い
、

今
話
題
の
纒ま
き
む
く向
遺い
せ
き跡
に
程
近
い
、
大
和
国
の

古
社
「
大お
お
や
ま
と和
神
社
」
と
「
大お
お
み
わ神
神
社
」
に

正
式
参
拝
。

　

最
終
日
は
「
春
日
大
社
」
の
正
式
参
拝
や

「
薬
師
寺
」
と
「
唐
招
提
寺
」
を
参
詣
し
、

大
極
殿
等
が
復
元
さ
れ
て
い
る
「
平
城
宮

跡
」
で
一
千
三
百
年
前
の
そ
の
上
を
偲
び
、

京
都
駅
よ
り
新
幹
線
に
て
帰
路
に
つ
き

ま
す
。

　

詳
細
は
社
務
所
へ
お
問
い
合
せ
を
。

お
誘
い
合
わ
せ
頂
き
、
皆
様
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

★
詳
細
は
、
当
宮
社
務
所[03-3311-0105]

ま
で

お
尋
ね
下
さ
い
。（
平
成
22
年
１
月
５
日
〆
切
り
）
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お
子
様
の
お
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
致
し
ま
す

高
島
初

中
村
美
勇

倉
持
卓
己

江
里
勇
之
介

小
池
龍
我

佐
々
木
和
子

松
村
萌
永

伊
東
美
音

齋
藤
愛

辻
明
寿
花

藤
川
真
優

上
野
佑
人

代
田
和
聖

䕃
山
晃
三

森
川
智
史

森　

希

兵
藤
蒼
日

法
安
七
生

水
澤
紬

大
池
温
子

池
田
遙
真

大
森
瑛
太

岡
田
あ
や
め

大
貫
み
ら
い

坂
本
彩
葉

高
道
心
海

杉
山
美
羽

髙
橋
一
世

小
澤
柚
子

鈴
木
快　

山
縣
か
り
ん

鈴
木
こ
な
つ

渡
邉
美
佳

門
多
夢
叶

渡
辺
あ
み
る

髙
倉
理
央

卯
月
真
帆

河
合
美
南

永
村
琢
真

遠
藤
詩
野

成
田
晴
飛

中
田
梨
央
奈

丸
茂
優
太

小
林
朋
央

三
笠
愛
莉

一
杉
駿
斗

勝
俣
陽
斗

ダ
ム
ラ
玲
央

藤
川
梨
亜

黄
凱
亜

山
野
眞
弥

網
師
野
友
聖

村
山
颯
希

栗
本
陽
生

三
瀬
夢
人

池
亀
聡
真

吉
田
百
花

力
瀨
夏
帆

山
本
幸
弥

大
友
希
海

清
水
紅
里

菅
野
紫
苑

間
生
莉
奈

田
中
美
和

坂
井
結
希
乃

三
井
仁
湖

村
山
梨
紗

三
王
愛
夏

稲
川
水
紀

石
原
凪
紗

小
橋
壮
甫

宮
田
彩
那

松
田
聖
叶

本
橋
直
旺

小
田
陽
輝

坂
本
涼
太

河
内
仁

大
原
直
明

大
澤
歩
乃

古
橋
広
一

中
村
賢
人

古
橋
樹
季

林
慧
隆

白
澤
優
華

塩
崎
蒼
太

毛
塚
遥
華

小
川
夏
希

佐
藤
美
結

勝
山
里
咲

渡
辺
絢
咲

二
瓶
僚
介

多
賀
勝
望

山
本
紗
輝

佐
藤
湊
亮

左
近
充
結
真

杉
山
ゆ
り
あ

三
島
拓
人

國
分
結
翔

滝
川
史
琉

新
免
音
寧

佐
久
間
啓
輔

村
上
慶
太

国
府
谷
貴
之
丞

中
里
奏
善

山
岸
佑
多

平
木
杏

髙
橋
海
晴

市
川
颯

福
地
杏
花

植
杉
志
帆

池
田
圭
次
郎

石
井
み
ど
り

髙
橋
優
花

藤
本
理
央

村
田
雄
亮

渡
邉
佑
希

大
石
安
純

綱
島
琉
登

竹
内
陽
花

浅
川
尚
輝

友
本
ひ
め
か

西
尾
太
我

中
野
幹
太

齋
木
百
夏

川
端
星
太
朗

岩
波
英
太

中
田
蓮
人

橋
功
将

田
中
啓
世

坂
野
七
美

山
内
優
奈

新
田
悠
智

小
田
星
之
介

大
島
拓
己

安
藤
響
子

中
村
こ
と
は

橋
本
空
河

廣
瀬
諒
真

畠
中
穗
佳

吉
田
陽
音

桺
澤
芽
依

冨
田
凉
ノ
介

村
田
晃
基

西
村
康
太
郎

初

宮

詣

芳

名

（
平
成
21
年
7
月
21
日
～
平
成
21
年
11
月
23
日
）

三
枝
夏
綺

樋
口
大
波

黒
川
透
和
子

堀
部
志
穂

宮
原
佐
采

竹
地
秀
憲

平
田
絢
愛

原
田
壮
一
朗

松
尾
美
那

安
藤
道
治

髙
瀬
陽
梨

若
林
碧
唯

櫻
井
裕
斗

中
嶋
悠
衣

菅
江
祥
太

山
﨑
遥
斗

朴
木
翔
一
朗

大
多
和
梨
花

　

川
圭
亮

松
村
奏
和

斉
藤
雫

古
畑
心
愛

助
安
佑
南

鈴
木
遥
翔

藤
沢
剛
志

吉
田
琢

柴
田
将
吾

山
田
彩
乃

板
橋
航

桑
名
彩
水

今
村
心
翼

岡
本
花
奈

柴
沼
博
雅

伊
藤
璃
子

大
江
陽
菜

伊
澤
慶
彦

山
室
宏
翔

水
尾
曖
琉

松
平
千
明

権
瓶
泰
毅

竹
田
明
生

貞
包
丈

大
野
樹

石
川
杏

及
川
龍
之
介

飯
村
朱
音

奥
村
紘
登

平
野
英
明

渡
邊
聡
之

和
田
夏

大
下
凛
久

荘
司
樺
蓮

小
泉
優
香

竹
中
若
菜

澤
口
翔
太

都
丸
夏
希

北
山
日
向

小
西
柚
希

岸
本
侑
里
香

山
本
乃
々
子

辻
蒼
真

辻
結
香

鬼
束
咲
希

落
合
緋
ま
り

北
原
槙

阿
部
皓
太
朗

森
田
悠
斗

細
沼
旬
釉

津
島
惇
之
介

野
田
遥
菜

櫻
井
大
佑

川
俣
璃
子

菊
地
陽
二

鵜
飼
真
光

　

畑
雄
星

加
藤
優
和

小
笠
原
將
芳

大
導
寺
汐
遥

池
田
顕
太

大
内
理
愛

中
津
大
成

薄
田
子
夏

齊
藤
飛
雄
馬

平
石
菫

山
口
香
乃

小
野
田
あ
こ

岩
間
千
暖

ハ
ー
リ
ー
愛

岡
村
優
花

藤
田
百
乃

山
口
莉
歩

財
部
真
悠
子

太
田
悠
仁

長
歩
美

高
田
珠
音

原
田
夏
海

　

田
一
起

藤
井
千
穂

竹
内
優
真

岸
田
陽
向

工
藤
勇
人

定
岡
司
真

平
見
啓
太

北
川
水
葵

増
井
宏
哉

水
野
谷
葵

石
橋
恒
希

齋
藤
優
芽

平
山
和
樹

松
井
梨
音

沖
井
孝
太
朗

櫻
井
景
太

中
野
美
雲

吉
田
喜
周

大
橋
一
矢

大
橋
柑
太

松
本
満
優

勝
田
結
衣

吉
田
萌
々
花

宮
川
ひ
か
る

初
川
な
つ
み

中
本
侑
希

相
馬
杏
菜

駒
場
か
お
り

北
村
星
七

齊
藤
こ
と
り

児
玉
修
太
郎

関
将
典

小
林
海
斗

寺
内
颯
史

高
木
優

須
藤
芽
衣

古
川
佑
哉

安
藤
雅
兜

中
園
陸

中
澤
莉
子

苅
谷
優
仁

白
石
喜
子

濱
松
彦
淳

下
村
優
里
杏

池
田
悠
晃

森
田
彩
吹

山
﨑
琳
太

石
﨑
舞

岡
陽
翔

馬
場
優
果

柳
川
こ
こ
ろ

小
林
駿
佑

干
場
彩
子

奥
山
紗
季

森
田
莉
理

鈴
木
菜
夏
子

長
澤
月
雲

渡
邉
孟

近
藤
知

山
本
璃
玖

丸
茂
未
莉

野
﨑
光
寛

奥
村
心
瑛

土
屋
眞
綾

市
川
綴
紀

小
杉
唯
人

小
笠
原
颯
大

中
村
翼

櫻
井
陽
唄

中
藤
孝
明

宮
地
賢
信

前
田
な
つ
き

　

子
供
は
小
さ
な
発
見
も
大
き
な
発
見
も
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
す
ぐ
に
吸
収
し
て
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
と
同
時

に
子
供
た
ち
の
持
っ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
所
を

も
っ
と
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
今
後
も

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
展
の
作
品
づ
く
り
を
通
し
て

私
自
身
子
供
達
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、お
母
様
方
に
は
毎
日

絵
の
具
や
ボ
ン
ド
で
汚
れ
て
し
ま
っ
た
体
操

着
等
の
お
洗
濯
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
諭　

倉
田 

美
穂

　

芸
術
の
秋
。11
月
中
は
作
品
展
に
向
け
、

様
々
な
素
材
、
技
法
で
日
々
作
品
づ
く
り

を
行
っ
て
い
た
子
供
達
。
お
面
づ
く
り
で

は
、一
人
一
人
の
個
性
が
作
品
に
現
れ
て
い
て

素
敵
な
お
面
が
た
く
さ
ん
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
静
物
画
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
実
物
を

見
な
が
ら
、ス
ケ
ッ
チ
か
ら
色
塗
り
を
し
ま

し
た
。初
め
て
の
絵
の
具
の
混
ぜ
合
わ
せ
で

は
、自
分
で
作
り
た
い
気
持
ち
で
わ
く
わ
く

し
、そ
の
反
面
水
加
減
が
難
し
く
て
濃
か
っ

た
り
薄
か
っ
た
り
、そ
れ
で
も
自
分
で
本
物

と
同
じ
色
に
な
る
よ
う
に
筆
を
馴
染
ま
せ
、

丁
度
良
い
絵
の
具
の
色
を
作
り
ま
し
た
。

　

又
、今
年
は
静
物
画
の
中
に
「
イ
カ
」
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
二
人
の
お
母
様
か
ら
こ

ん
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
は
男
の
子

の
お
母
さ
ん
で
、「
家
に
帰
る
と
す
ぐ
紙
と

え
ん
ぴ
つ
が
欲
し
い
と
話
し
て
い
た
の
で
渡

す
と
、「
イ
カ
」
を
描
き
始
め
て
驚
き
ま
し

た
！
」
二
人
目
は
女
の
子
の
お
母
様
で
、「
イ

カ
が
苦
手
な
の
で
選
ん
で
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
今
ま
で
は
食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、静
物
画
を
き
っ
か
け
に
、口

に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！
」

こ
の
二
つ
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
き
、

一
つ
の
制
作
で
こ

ん
な
に
も
子
供
の

気
持
ち
に
変
化

が
あ
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

　
　

運
動
会

　

創
立
60
周
年
記
念 

 
 

　
　

園
遊
会

　

大
宮
幼
稚
園

創
立
60
周
年
の

行
事
と
し
て
、

去
る
10
月
10
日

に
第
60
回
運
動

会
が
好
天
も
と

盛
大
に
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

又
、
12
月
４

日
に
は
、「
園
遊

会
」
が
父
母
の

会
に
よ
る
「
お
楽

し
み
会
」
に
併

せ
て
親
子
揃
っ
て

の
記
念
植
樹
式

（
橘

た
ち
ば
な

二
本
）
や

バ
ル
ー
ン
上
げ
等

賑
々
し
く
行
わ
れ

ま
し
た
。

角



平成２２年１月１日 大　　　　　宮 第 86 号

川
村
佳
徳

近
田
郁
実

佐
藤
唄

野
見
山
櫂

伊
達
結
奈

深
見
瑛
美

古
塩
陽
己

近
藤
佑
樹

森
田
倫
央

小
岸
滉
正

角
田
美
乃

川
津
杏
菜

岩
崎
華

中
込
翔
真

田
中
章
介

成
島
修

仲
聡
真

上
原
叶
汰

根
来
百
華

雨
宮
衛
生

榎
本
光

山
本
陽
愛

皆
川
槍
汰

野
口
紗
弥

栄
徳
真
武

小
野
寺
希
美

松
永
陽
介

三
浦
瑠
菜

永
瀬
凌
大

清
野
優
晴

畑
中
真
尋

福
上
昊

福
島
蒼
介

胎
中
裕
太

佐
野
史
武

田
中
颯
乙

石
原
心
美

齋
藤
夢
嘉

田
幡
煌

大
沼
大
躍

浜
端
信
之
介

伊
藤
颯
佑

雨
宮
宗
佑

澤
木
美
怜

上
野
絵
莉
香

川
尻
彩
七

平
野
健
由

池
田
一
花

池
田
二
葉

田
中
秀
虎

内
藤
拓
斗

石
川
息
吹

飯
島
彩
心

江
川
の
ど
か

八
木
佑
介

佐
々
木
遼
太
郎

鈴
木
希

岩
波
希

松
永
の
い

福
岡
諒
真

池
内
ア
ン
ナ

井
瀬
漣
志
朗

関
口
い
つ
き

早
山
蒼
乃

荒
巻
万
結

井
元
貴
哉

小
林
蒼
太

栃
谷
厚
志

野
上
公
鶴

稲
田
大
誠

村
松
美
空

傳
井
悠
一
郎

北
林
謙
人

今
川
美
空

青
木
恵

藤
田
翔
大

水
谷
隼
人

奈
良
野
詠
人

白
神
一
馬

于
瑞
生

海
老
澤
柊
羽

生
田
絆
菜

渡
邉
淳

木
村
勝
一

磯
野
釉
子

安
部
僚
祐

武
藤
結
愛

小
野
夏
綸

藤
田
菜
愛

竹
葉
馨

野
原
凜

西
脇
悠
真

椎
葉
卓
央

加
藤
陽
斗

宮
崎
柊

坪
井
新

石
井
俊
次

生
川
恵
太
郎

君
塚
愛
稀

福
重
颯
大

鈴
木
和
奏

村
本
将
輝

小
川
舞
華

中
澤
優
莉
栄

福
村
香
歩

早
瀬
心
陽

遠
藤
佳
音

田
村
直
翔

太
田
千
晴

大
久
保
颯
亮

佐
々
木
心
音

野
㟢
帆
乃
花

清
水
恒
希

大
日
方
亜
虹

吉
村
眞
生

西
川
嘉
乃

仁
科
綾
人

熊
野
裕
健

橋
本
康
平

木
村
麻
耶

野
々
村
皐

小
西
麻
樹
生

淺
井
優
音

笠
原
一
真

奥
野
駿

前
田
桜
佑

原
惟
埜

小
林
聖
宗

佐
山
晴
信

下
妻
透
也

北
川
実
穏

北
條
賢
慎

鈴
木
花
音

江
口
葵

江
口
茜

石
井
利
麻

奥
村
羚

折
原
瑛
介

中
尾
泰
己

岡
部
勇
斗

北
川
瑠
梨
果

君
和
田
楓

土
屋
紗
映

片
岡
永
多

片
岡
心
花

佐
藤
音
音

山
岸
楓

清
水
健
太

内
山
陽
太

石
井
聡
太

一
町
田
真
奈

林
珠
莉

小
村
彩
乃

飯
島
杏
沙

山
野
百
々
恵

堀
ノ
内
杏
香

田
口
小
晴

有
村
航
太
郎

横
井
咲
希

桝
田
遥

浅
野
は
な

多
勢
真
凪

仲
嶺
旗
一

出
井
花
音

岡
本
庵
慈

北
川
由
良

鹿
島
颯

塚
田
晏
菜

石
井
麻
海

大
野
宏
成

五
十
嵐
百
花

後
藤
晴
琉

古
川
晃
伎

鈴
木
真
央

鈴
木
空
晟

鈴
木
奏
守

永
井
音
羽

渡
辺
愛
梨

藤
田
奈
緒

尾
嵜
千
絢

富
田
真
玄

大
坪
穂
乃
花

越
田
夏
実

土
屋
真
帆

後
藤
葉
奈

鈴
木
遥
翔

後
久
夏
希

中
澤
穂
佳

伊
藤
悠
一
郎

千
葉
真
大

石
丸
一

玉
水
蓮

兼
松
夏
希

高
橋
ま
ゆ
か

鈴
木
菜
生

金
子
陽
輔

木
呂
子
理
那

伊
井
海
星

平
井
理
一

宇
野
な
ゆ
た

大
澤
あ
お
ば

野
宮
愛
唯

山
下
夏
輝

山
崎
暖
真

篠
原
蒼
汰

八
十
島
琴
葉

桑
村
颯
太

福
田
埜
乃

小
池
結
稀

清
水
玲
紗

長
瀬
悠
希
子

吉
川
咲
耶

木
村
圭
吾

元
女
智
貴

古
川
莉
瑚

松
永
雄
太

二
階
堂
獅
恩

山
岡
慶

安
島
果
南

石
井
瑛
麻

溝
次
莉
奈

神
山
隆

相
馬
陸
人

小
野
晴
貴

麦
倉
彰

齋
藤
健
琉

橋
本
千
夏

平
岡
伸
一
朗

巽
ほ
と
り

小
堀
乃
愛

古
谷
颯
汰

齊
藤
優

藤
原
登
喜
夫

平
澤
由
埜

梶
原
匡
士
郎

鳥
澤
穂
積

荒
井
桜

金
泰
悟

長
谷
川
直
樹

村
上
裕
夫

田
中
琉
衣

畑
岡
美
祐

白
石
瑚
夏

加
瀬
遥
貴

工
藤
理
央
奈

佐
藤
紀
南

西
尾
勇
瑠

嶋
田
暁

大
城
結
愛

井
上
大
誠

石
井
妃
暖

大
橋
海
椰

岩
田
瑶
生

松
永
結
希

海
渡
奈
々

市
隆
之
介

金
子
希
乃
花

山
内
美
空

西
土
聡

本
橋
忠
寛

塩
入
耕
太
朗

村
井
美
紀
子

西
山
昊
佑

小
林
楓

中
村
拓
音

饗
庭
知
香

菊
池
紗
帆

菊
池
莉
帆

大
津
朋
希

畑
廣
美
和
佐

高
野
風
香

鈴
木
琥
真

諸
星
周

黒
川
莉
子

星
名
結
衣

松
井
颯
吾

磯
部
稟

町
田
梨
紗

鳥
海
果
乃
菜

田
中
優
衣

唐
登
夏
海

小
松
愛
佳

上
原
愛
禾

島
田
紗
良

竹
内
里
央
奈

和
田
彩
花

山
本
和
奏

岩
波
璃
空

杉
村
叶
愛

河
田
勇
誠

斉
藤
優
月

田
ケ
谷
洸
太

佐
原
潤

八
木
翼

下
田
朋
令

石
川
和
義

松
下
歩
夢

花
野
叶

小
池
花

梶
田
紗
希

宮
﨑
祈

若
餅
夏
芽

小
川
恵

ク
ス
タ
ー
ス
座
波

井
坂
将
人

松
本
亘
平

藤
原
颯
斗

髙
橋
あ
い
り

中
村
陽
太

有
森
脩
斗

高
野
美
慶

廣
瀬
想
眞

筧
太
輝

石
田
遥
大

雨
宮
秀
磨

松
田
弦
人

伊
東
拓
人

大
井
由
紀
恵

杉
本
智
和

瀬
戸
翔
太
郎

六
車
紅
音

金
井
瑛
汰

藤
井
遼

竹
田
和
樹

中
澤
ア
ン
ナ

奈
良
琥
珀

天
野
匠

大
島
ニ
コ

結
婚
式
挙
式
者
芳
名
（
敬
称
略
）

平
成
21
年
８
月
１
日
～
平
成
21
年
11
月
31
日　

青
山 

宗
一
郎
・
尚
子

大
橋 

正
典
・
か
す
み

菊
地 

貴
弘
・
明
子

黒
沼 

宗
孝
・
絢
子

楢
戸 

渉
・
恭
子

齋
藤 

孝
太
・
貴
子

小
菅 

翔
・
絵
里
子

柳
原 

一
雄
・
美
和

山
下 

浩
人
・
雅
美

清
野 

亮
一
・
実
樹

岡
﨑 

大
祐
・
克
枝

　

天
皇
陛
下

御
即
位
二
十

年
奉
祝
記
念

事
業
と
し
て

進
め
ら
れ
て

い
た
清
涼
殿

二
階
改
修
工

事
が
竣
功
し
、

去
る
８
月
31
日

工
事
関
係
者

等
が
参
列
し

竣
功
清
祓
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

清
涼
殿
は
昭
和
41
年
の
開
業
以
来
、多
く
の

皆
様
に
ご
愛
顧
を
頂
い
て
お
り
ま
す
が
近
年

二
階
の
「
羽
衣
の
間
」「
蓬
莱
の
間
」
が

老
朽
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
今
回
の
改
修
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

主
な
改
修
内
容
は
①
自
然
光
の
採
光
と

館
内
照
明
の
調
光
バ
ラ
ン
ス
及
び
防
音

効
果
の
高
度
化
②
大
画
面
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

の
設
置
な
ど
最
新
の
映
像
・
照
明
・
音
響

設
備
の
導
入
―
な
ど
で
環
境
面
重
視
の

コ
ン
セ
プ
ト
で

効
率
的
で
使
い

易
い
施
設
と
し

て
リ
ニュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
致
し

ま
し
た
。
皆
様

の
ご
利
用
を

心
よ
り
お
待
ち

致
し
て
お
り

ま
す
。
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関係者一同修祓（竣功清祓式にて）
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新年にはご祈祷 ( ご祈願 ) をお受けになり、清々しい一年に致しましょう

平成２２庚寅年 迎春

元旦零時、宮司による初太鼓 正月期間中、参拝者で賑わう社頭

満開の冬桜

元日早朝、歳旦祭を斎行 新年を言寿ぎ祝詞奏上 ご神前へ「浦安舞」奉奏

立正佼成会庭野会長らご参拝 ２日、小笠原流新春除魔神事 大的式

15日、りんどう会奉仕の厄除ぜんざい授与１月 15 日、忌火による古神札焼納

１月 25 日、大宮天満宮で初天神斎行

１月26日、文化財防火デー消防演習

新春祈祷の直会所風景

賑わう表参道

新春より授与、寅の干支土鈴 えんむすび守
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